
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料の得られないＴｉｔａｎｉｕｍのＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０７月２９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＸＲＤによる極点測定ではｄｅｆｏｃｕｓが発生する。このｄｅｆｏｃｕｓ補正はｒａｎｄｏｍ試料を 

   用いて補正を行うが、完全なｒａｎｄｏｍ試料は得難い。あるいは、３ミクロン程度の粉末試料を用いる。 

   本資料では、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないでＯＤＦ解析を行い、得られた再計算極点図と入力極点図か   

   らｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成し、ｄｅｆｃｏｕｓ補正を行う手法でＯＤＦ解析を行う。 

   この方法では、入力極点図と再計算極点図から計算されるＲｐ％とｒａｎｄｏｍレベルが重要である。 

 

２．入力極点図 

 

 

 

 

 

データが粗い、更にバックグランドが凸凹しているのでバックグランドの平滑化を行う。 

データの平滑化も行う。 

 

 

 



３．バックグランドの平滑化 

 

バックグランドモードは通常測定データ（Measure）を用いるが、バックグランドの状態により 

モード変更を行う。 

以下にＤｅｆｏｃｕｓモードを説明する。 

｛１０３｝極点図では、α（４５－＞５５）に盛り上がりが発生している 

 

 

α（５５－＞７０）で平均値を算出し、バックグランドのｄｅｆｏｃｕｓ曲線で補完します。 

 

Ｓｅｔの赤色を押し、Ｄｉｓｐすると水色の補完バックグランドを表示します。 

 

このｓｅｔは各々の極点図で別々に指定します。 



４．極点データ処理（バックグランド削除（ＢＧＭｏｄｅ＝Ｄｅｆｏｃｕｓ）、平滑化、規格化） 

 

補正前 

 

処理後 

 

 

 

 

 



５．ＯＤＦ入力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ODF解析（ＬａｂｏＴｅｘ） 

 

 

 

極点図をＥｘｐｏｒｔしてＲｐ％評価 

 ｄｅｆｏｃｕｓの影響 

 

 

 



７．ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ曲線作成とｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 ODFへの入力極点図と再計算極点図からｄｅｆｏｃｕｓ曲線が作成されています 

 

 

入力極点図を選択 

 

 

 

 

 

 

 



選択極点図が表示されます。 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

｛１０１｝を比較すると、下段のｄｅｆｏｃｕｓ補正極点図の外周部分が強調されています。 

ＯＤＦｆｉｌｅｓでＯＤＦ入力データを再作成 

 

 

 



８．ＯＤＦ入力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．ｄｅｆｏｃｕｓ補正データによるＯＤＦ解析 

 

入力データ 

 

再計算極点図 

 

 

Ｒｐ％が１３．１％から４．７％に改善されました。 

 

 

 



１０．ＯＤＦ比較 

 

Ｍｉｎｉ＝０．００でｒａｎｄｏｍ成分を含まないＯＤＦが得られています。 

 

 

 

 

 ｛０１３｝＜１００＞の主方位が得られています。 

 



１１．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

１１．１ 主方位のみで計算 

 

 

副方位の指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．２ 主方位、副方位による計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．３ 主方位、副方位によるＲｐ％評価 

  

 Ｒｐ％＝４．９％として、十分に評価できる結果が得られます。 

 

 Ｏｔｈｅｒには、その他の方位が含まれています。 


